
学級経営のエキスパート教員である川田教諭に、特別支援学級での
実践をお聞きしました。その一部を御紹介します。
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組織で支える「絆づくり」と「居場所づくり」

一人ひとりを大切にするために 令和８年１０月号
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そして、そこから、今がんばることは何か、今月の目標を
立てます。毎日挑戦し、出来た日はカレンダーに花丸をかい
ていきます。 〈図２〉学級の一人ひとりが、自分の立てた目
標に向かって取り組むことで、「みんながやるからがんばれ
る」という一体感も生まれます。花丸がたまったら楽しいこと
をするという期待感をもちながら、楽しく取り組めるようにし
ます。毎月お楽しみを設定するのは時間的に難しいこともあ
りますが、そんな時は、内容が簡単なものを選ぶなどしなが
ら、子どもたちとの約束は守るようにしています。また、達成
できなかったときは、どうしたら花丸になるのかを子どもと
一緒に考え、月末には、カレンダーが花丸で埋まるようにし
ています。

帰りの会では、「きょうのキラリ！」として、良いこと見つ
けをして、教室に掲示しています。子どもたちにとって、自
分を見てくれていた人がいると感じられる場になってお
り、学級の一員としての安心感や自分の行動への自信
にもつながっています。また、ポジティブな視点で終える
ことで、一日を前向きな気持ちで締めくくり、明日への
登校意欲や安心感につなげることができます。
発表の際は、担任も発表することで、子どもたちに新

たな視点を与えられるようにしたり、「〇〇先生が言って
いたよ」という形で、他の先
生が見つけたその子の良い
ところを紹介したりすること
もあります。目立つ子だけで
なく、控えめな子にも光が当
たり、みんなに声がかかるよ
うにしています。

特別支援学級だからこそ、一人ひとりの子どもの細かい
実態把握を行い、将来像（進学先等）を思い描けるように
しています。どんな学校へ進学していくのか、将来どんな資
格が取りたいのか、そのために、小学校段階でどのような
力をつける必要があるのか、自己理解（自分の良いところ
や課題）をもとに、子どもたちがイメージをもてるようにし
ます。 〈図１〉

〈図２〉

自分の良さやがんばり、得意を披露できる場の設定

学級の絆づくりと居場所づくり

一人ひとりの自己実現に向けて

朝の会で、日直が「今日のおしゃべりコーナー」で話
をする場を設定しています。みんなで聞いて、みんなで
質問をしています。テーマは自由にしていますが、話すこ
とが決まらない子には、お題をくじで引き、出たテーマで
話してもらうこともあります。学級の友だちから質問やリ
アクションをもらうことで、自分に関心をもってもらえて
いると感じ、自己肯定感が高まったり、友達の新たな一
面を知ることで、相互理解が深まったりすると考えてい
ます。学級全員が参加してい
るので、温かい雰囲気になり
ます。タイミングとしては、４月
にすぐに始めるのではなく、
少しずつ話す経験を積み、
抵抗がなくなってきたと感じ
てから自然と始めるようにし
ています。

学年の違う子どもたちが集まっている学級なので、あえ
て機会を設定しないと関わる時間は少なくなりがちです。
一緒に生き物を育てたり、野菜作りをしたり、工作や調理
などを経験したりしていく中で、コミュニケーションの機会
が増え、お互いのことを知るきっかけになります。また、上
の学年の児童にとっては役立ち感が感じられる場となり、
下の学年の児童にとっては上の学年の児童の存在が強
い安心感を与えたり、モデルになったりしています。

〈図１〉
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